
山の学校「学習レポート」 

 

                     福島県立あさか開成高校 3 年相樂碧姫 

 

 6 月 17 日（土）  

       【参加者】 80 名 

 NTT 労働組合 20 名 

浦安 D-rocks  9 名 

 あさか開成高校 31 名 

 国立環境研究所 3 名 

 しんせい 17 名  

 

9：40 高篠山森林公園集合 

10：00 防災学習 

・あさか開成高校 

・しんせい小針丈幸 

12：00 交流ランチタイム 

13：00 スポーツ教室 

浦安 D-rocks 

15：00 交流会：逢瀬ワイナリー 

17：00 解散 

  

【防災学習】 

午前の部「防災学習」では、私たちあさか開成高校が先生役を務めました。東京からの受

講生のみなさんに「日頃の災害時の備えは十分か？」という気づきを持ち帰っていただきた

いと考え、アイスブレイクも非常時の大声の出し方、歩き方なども取り入れ、学校で勉強し

た「自助・共助・公助について」の講座と「災害時、あたなは何をしますか？」のワークシ

ョップの 2 つを準備しました。 

 講座では、一人ひとりの命を守るために、自分の命は自分で守ること、近所や地域との協

力がいかに大切であるかを伝えました。受講生からは「公助には限界があることをよく理解

できました。世代を超えて老若男女が協力しあわなければならないけれど、現実的になかな

か機会がないな・・」というコメントが聞かれました。また、ワークショップでは、大きな

災害でご自身が出来ることを書き出し、意見交換を行いました※写真 1。「色々な意見をき

いて、自分ができることがまだまだあるとわかった！」とのコメントを頂きました。自分が

先生役を担当してみて、人に伝えることの難しさがよくわかりました。また、受講生の気づ



きがとても嬉しく、様々な視点からの意見が出るので、やりがいを感じることができました。 

 ※写真 1 

【スポーツ教室】 

スポーツ教室は浦安 D-rocks の選手が先生となり、グループ対抗で行う「運動会」は、大人

も子どもも本気モードで、楽しく交流ができました。ラグビー体験もあり、パスやタックル

にも挑戦しラグビーが大好きになりました。はじめてお会いしたみなさんとも運動を通し

て会話が弾み、交流を深められたことがうれしかったです。※写真 2 

※写真 2 

【交流会】 

15 時からは高篠山森林公園から逢瀬ワイナリーに場を移し、交流会を開きました。コロナ

禍で、発表の機会が制限されていた「よさこい部」もステージに立つことができ、よさこい

で会場を盛り上げることができました。※写真 3 会場のみなさんからたくさんの声援をい

ただき、素晴らしい思い出をつくることができました。ありがとうございました。また、福

島県産の材料だけで作られた軽食もお料理の説明を聞きながら堪能することができました。

東京からの受講生が「美味しい、美味しい」と言ってくださるたびに、福島にはこんなに美

味しい食材がたくさんあるんだと誇らしい気持ちになりました。 



写真 3 

 

写真 4 

 

自然の中で、体を動かしながらの交流と学びは、とても楽しい時間でした。 大人も子ども

も関係なく、対等な立場として尊重され、それぞれの意見や思いを伝えられる「山の学校」。

お互いが刺激を受け合い、これまでとは違った見方、解像度で自然を社会を見ることができ

るようになりました。「平和で豊かな社会」を築いていくために、私たちは学び続けます。 

関係された全ての方々に感謝申し上げます。担当教員 目時千夏 

 


